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１．タイムラインの検討経緯
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■旭川下流域は政令指定都市の岡山市があり、住民や資産が集中

■ゼロメートル地帯であり、過去にもたびたび洪水の被害を受けている

⇒河川整備に加え、水害タイムライン策定による流域の防災力向上が有効

発生年月日 発生原因 被害状況

昭和9年9月21日 室戸台風 死者 60名
流潰家屋 2,929戸
浸水家屋 35,214戸

平成10 年10 月18 日 台風10 号 死者・行方不明者 3名
床上浸水 358 戸
床下浸水 615 戸

平成23 年9 月3 日 台風12 号 床上浸水 135 世帯
床下浸水 4,445 世帯
(岡山市内)

ゼロメートル地帯に住民・資産が集中

室戸台風による旭川の氾濫(岡山市) 2



１．タイムラインの検討経緯 検討過程

■これまでに多くの議論の「場」を設けタイムラインを検討、 「顔が見える関係」を構築

第9回 平成30年11月14日「出水期の振り返り」
第10回 平成31年2月14日「来年度出水期に向けた改善方法の確認」

旭川水害タイムライン 検討の経緯

平成28年1月28日

第1回 平成28年7月27日「何を」
第2回 平成28年11月1日「いつ」
第3回 平成28年12月6日「タイムラインの素案について」
第4回 平成29年1月17日「誰が」
第5回 平成29年2月20日「机上演習」

平成2９年3月23日

第1回 平成28年2月23日
第2回 平成28年3月17日

第6回 平成29年7月19日「出水期にむけた確認」
第7回 平成29年12月4日「出水期の振り返り」
第8回 平成30年2月28日「来年度出水期に向けた改善方法の確認」

継続的に運用
検討会

第9回～第10回

検討会
第6回～第8回

完成式

検討会
第1回～第5回

勉強会

発足式

今回
3

第1回検討会
「Magical７」

Magical７とは？
業務に対する対応課題を明確にする
ツールです。
全体業務の中で、それぞれの業務に
おける課題の「What」をチャートによっ
て洗い出し、整理することができます。
「人間は物事を７つのかたまりに分類
して同時に認識する能力がある」
The Magical Number Seven=G.A
ﾐﾗｰ（心理学者）が提唱した理論

第4回検討会
「グループワーク」

タイムラインの運用
第5回検討会

「机上演習の様子」

第11回 令和元年 6月14日「全体読み合わせ/TL運用確認」検討会 第11回



１．タイムラインの検討経緯 検討過程

■旭川水害タイムライン検討会において、タイムラインの継続的な活用・改善に
向けて運用の確認、振り返り、改善のＰＤＣＡを回す。

令和元年度の取組

タイムライン
作成・修正

P

タイムライン
運用

Ｄ

出水対応の
振り返り

C

タイムラインの
改善検討

Ａ
タイムラインを改善し、精度を高める

タイムラインの修正作業

改 善

タイムラインの記録を持ち寄るなど、修正
点や新たな防災行動などを洗い出す。

台風後の参加機関による「ふりかえり会議」

ふりかえり
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運用の確認
毎年、旭川水害タイムラインの運用を確
認

タイムライン運用の確認イメージ

今回



２.タイムラインの概要 参加機関

国土交通省
岡山河川事務所・ 岡山国道事務所

気象庁
岡山地方気象台

報道機関
ＮＨＫ・山陽放送・岡山放送
テレビせとうち・西日本放送
瀬戸内海放送・岡山シティＦＭ

バス会社
両備ホールディングス
八晃運輸・宇野自動車

住民
ＮＰＯ法人・まちづくり推進機構 岡山

ライフライン機関
中国電力・ＮＴＴ西日本
岡山ガス・岡山ネットワーク

地下施設管理者
岡山都市整備・天満屋

山陽ＳＣ開発・ペスカ岡山

自衛隊
陸上自衛隊 日本原駐屯地

岡山市
危機管理室・道路港湾管理課・下水道河川計画課・下水道施設管理課
下水道保全課・農村整備課・市民協働企画総務課・福祉援護課
保健福祉企画総務課・北区役所・中区役所・東区役所・南区役所
教育委員会・消防局消防企画総務課・消防局警防課

警察
岡山県 警察本部

旭川水害
タイムライン

鉄道会社
ＪＲ西日本・ 岡山電気軌道

岡山県
危機管理課・土木部

備前県民局

座長：松尾一郎
（CeMI環境・防災研究所 副所長）

■行政機関のみでなく、報道機関、インフラ事業者、交通事業者、地下街管理者等の民間
会社、NPO法人等、様々な機関が参加

アドバイザー：
前野詩朗
（岡山大学大学院環境生命科学研究科教授）

村中明
（NPO 環境・防災総合政策研究機構）
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２.タイムラインの概要 旭川水害タイムラインの構成
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1. 1①旭川水害タイムライン

③旭川水害タイムライン【詳細版】

②旭川水害タイムライン【概要版】

タイムラインの
想定シナリオや
作成方針、活用
効果・実感が記
載されています。
タイムラインの
前提条件を確認
するときに活用
します。

タイムライン
【詳細版】の対
応項目（第1階
層）を抜粋して
防災行動の種別
毎に整理されて
います。対応の
全体像を確認す
るときに活用し
ます。

行動手順・内容
（第3階層）ま
での詳細な対応
が各機関・部署
毎に時系列に整
理されています。
水害時は対応の
チェックリスト
として活用しま
す。

台風や大雨に対するタイムラ
インの立上げ・移行基準や、
メーリングリストを利用した
情報発信等が記載されていま
す。タイムラインを運用する
際に確認・活用します。

④旭川水害タイムライン運用方法（案）



３. 平成30年度の検討概要
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旭川水害タイムライン《平成29年度版》

【第9回検討会】 （平成30年11月14日）
・今年度の出水期のふりかえりについて

【第11回検討会】（令和元年6月14日）
・本出水期の運用に向けて

出水対応を踏まえた
よかったこと、よくなかったこと、要因、改善策を議論

令和元年

平成30年7月豪雨

【第10回検討会】（平成31年2月14日）
・前線性降雨の検討
・出水対応の振り返り内容の伝承に向けて
・タイムラインへの反映に向けて

出水対応振り返り内容の整理
タイムラインへの反映方針

平成30年度

旭川水害タイムライン《平成30年度版》の策定(平成31年3月)

令和元年出水期

旭川水害タイムライン《平成30年度版》（案）

出水期
実際の台風で運用（4回）
（台風12号、20号、21号、24号）

前線性降雨時の運用を追加

今回



平成30年７月豪雨の概要 旭川水系旭川、百間川流域の雨量・水位概況

8

■旭川水系旭川の下牧水位観測所、三野水位観測所及び百間川の原尾島橋水位観測所におい
て氾濫危険水位を超過し、このうち下牧水位観測所、原尾島橋水位観測所では、観測史上最高
水位を記録した。

■旭川水系旭川 三野水位観測所

■旭川水系百間川 原尾島橋水位観測所
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■旭川水系旭川 下牧水位観測所

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

【上長田雨量観測所】

最高水位
7/7 3:50 7.91m

しもまき

み の

最高水位
7/7 3:40 9.62m

避難判断水位 氾濫危険水位

【上長田雨量観測所】

避難判断水位 氾濫危険水位

最高水位
7/7 3:20 6.94m

はらおしまばし

【上長田雨量観測所】

避難判断水位 氾濫危険水位
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（旭川水系旭川）
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三野水位観測所年最高水位
（旭川水系旭川）

あさひがわ

あさひがわ

あさひがわ ひゃっけんがわ

累加雨量361mm

累加雨量361mm

累加雨量361mm

上長田雨量

6.21

6.94
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原尾島橋水位観測所年最高水位
（旭川水系百間川）

（ミリ）

雨量分布図

※雨量分布図は広島地方気象台提供
（7/5 0:00～7/9 9:00の降水量）

※旭川流域の国土交通省及び気象庁の雨量観測地点のうち、
久世雨量観測所（気象庁）など2地点で累加雨量400mmを超過。



平成30年７月豪雨の概要 旭川水系旭川の被害状況
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■旭川水系旭川下流部では、内水による家屋等の浸水被害や堤防の居住地側で法崩れ等が発生した。また
旭川上流部の県管理区間においても堤防が決壊する等、家屋等の浸水被害が発生した。

旭川→

百間川→

【裏法崩れ】L=30m
旭川右岸17k100付近

＜旭川（国管理区間）の被災状況＞
堤防欠損等 ： 2箇所

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

位置図

旭川

【護岸損壊】L=80m
旭川左岸8k600付近

凡例
：内水

▲ ：堤防欠損等
■ ：その他

※内水箇所については、自治体
からの聞き取り（8/3時点）により
図示したものであり、詳細は不明

【堤防決壊】L=48m
旭川左岸27k800付近（県管理区間）



３. 平成30年度の検討概要
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第9回検討会（平成30年11月14日） 今年度の出水期の振り返りについて

情報伝達のタイミング

うまくいっ
たこと

うまくいか
なかったこ

と

要因

要因

体制・人員確保
改善策

うまくいか
なかったこ

と

要因

改善策

うまくいっ
たこと

要因

情報伝達の方法

今後も活か
したいこと

うまくいか
なかったこ

と

要因

うまくいか
なかったこ

と

要因

改善策

改善策

「うまくいったこと」「うまくいかな
かったこと」とその要因を意見出し

＋グルーピング
（テーブル進行係）

■グループに分かれて、今年度の出水対応を振返り、うまくいったこと・改善点を議論
■グループの成果を発表し、全体へ共有



３. 平成30年度の検討概要
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グループ 検討事項
（第10回の論点）

意思決定
前線性降雨に対する基準を検討する
タイムラインの運用状況を見える化し、共有す
る

住民避難 住民の避難行動のタイミングを検討する

地域支援 タイムラインの行動に必要な情報を検討する

社会基盤1
社会基盤2
社会基盤3

タイムラインの行動に必要な情報を検討する
（社会基盤1,2,3）

施設操作員の退避ルールを見直す（社会基盤1）

中小河川の氾濫のみが想定される場合でも対応
できるTLにする
（社会基盤2 ）

第10回検討会（平成31年2月14日） タイムラインの改善について

ワークシート１ ■社会基盤1
出水期の振り返り（タイムラインに係る意見のみ） 【第10回】タイムラインの効果として伝承

タイトル よかったこと 要因 伝承したい
項目（○）

タイムラインの効果に係る
伝承内容（事務局案） 追記・修正

事前の準備

事前の台風説明会
があり、人員配備
などの事前対応が
できた（どのくら
い雨量、いつ最接
近）

台風や大雨前に気象
庁から説明会があっ
た

台風説明会や、タイムラインメーリン
グリストへのメールからの情報を活用
し、事前に人員配備等の準備を行うこ
とができた。（機関名）

台風進路等

機関名：岡山国道事務所

・事前の準備
・用水の水位調整
・合同用水等の取
水停止
・ポンプ場整備
笹ヶ瀬川左岸

・マニュアル
・タイムラインによ
る確認が出来ていた

用水の水位調整、合同用水等の取水停
止、ポンプ場の整備等の事前準備につ
いて、タイムラインを確認することで
スムーズに対応することができた。
（機関名）

赤文字：タイムラインの伝承を目的として、事務局が想定で補足した要確認箇所

○

後任への引き継ぎに向けて、誰が読んでも理
解できるように、5W1Hに注意して修正

グループでよくなかったこ
との改善に向けて議論

■よかったことをどう活かすか、よくなかったことをどう改善するか を議論



４.平成30年度の検討成果
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平成30年度版から平成31年度版への改善事項 反映先

① タイムラインを活用・作成して良かったことは、後任への引き継ぎ資料として整理 タイムラインの概要

② H30年7月豪雨を踏まえ前線性降雨に対応した運用基準を作成 タイムライン運用方法
タイムライン詳細版

③ 出水対応を踏まえた行動項目の修正 タイムライン詳細版

①タイムラインを活用・作成して良
かったことは、後任への引き継ぎ

資料として整理



４.平成30年度の検討成果
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② H30年7月豪雨を踏まえ前線性降雨に対応した運用基準を作成

TLレベル 台風に対する基準 前線性降雨に対する基準

タイムライン
立ち上げ

・3日後に台風が岡山市に影響する恐
れがある場合

・警報級(大雨)の可能性を踏まえ、協議
して決定 (目安:3日後に影響)

レベル２
・2日後に台風が岡山市に影響する恐
れがある場合

・警報級(大雨)の可能性を踏まえ、協議
して決定 (目安:2日後に影響)

「タイムラインの運用方法」に前
線性降雨に対する基準を追記
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タイムライン詳細版への主な修正事項 グループ

前線性降雨に対するタイムラインの立上げ、レベル移行の基準に係る追記（情報・状況、備考） 意思決定

施設操作員の退避については、すでにタイムラインに反映されている。ただし、備考欄が個人の判断に委ねる
ような記述となっているため、各機関のルールに従う旨の記載にしてはどうか。（適宜、判断・行動が必要→適
宜、自機関のルール等に従い判断・行動する。）

社会基盤１

水害の長期化が想定される場合を備考欄に記載の上で、タイムライン行動手順・内容のNo307と308の間に
「ポンプ場に流入するゴミの除去と搬送」「燃料補給の準備・搬入ルートの選定」を追加する。

社会基盤２

③出水対応を踏まえた行動項目の修正
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